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イギリス国旗

英国的国旗

イギリス国旗は上下左右とも非対称
イギリスの国旗は一見、左右対称に見えますが、よく見ると、赤い斜線の位置が左右と上下の両方で対象となる位置
になっていないことに気づきます。
これはスコットランドとアイルランドを平等に配置しようと配慮した結果です。白地に赤線が入るとアイルランドを
意味する赤線が目立ってしまうため、カウンターチェンジという技法を使い赤斜線を反時計回りにずらすことで２国
が同位であることを示しています。
イギリスの国旗にはイギリスの４つの国を連合国であることを示しています。ユニオンジャックとユニオンフラッグ
のどちらも正式な呼称です。



イギリス游学

英国游学

イギリス游学を“今”オススメする訳は？

入国規制が全撤廃
2022年3月18日より

出発までの準備が最小限になりました！
コロナ前とほぼ同じように出発できます！

☆ワクチン接種は必要ありません。
アレルギーや持病の関係で接種ができない方も出発できます。
☆接種証明書は必要ありません。
取得のために市町村の窓口で手続きする必要はありません。
☆PCR検査陰性証明書が不要。検査・発行料がかかりません。
※（参考）都内・成田空港内クリニックでの検査・発行料 25,000円（税込）

留学主要国で入国規制を全撤廃しているのイギリスだけ！
各国が留学生の受入を再開していますが、ワクチン接種が必須であったり各種証明書が必要など、出発のための準
備には時間と費用がかかる状態です。
そんな中、3月18日に入国規制を全撤廃したのがイギリスです。これによりコロナ前と同じ様に出発できる様になっ
たイギリスですが、一番のポイントは『ワクチン接種が不要』という点です。
アレルギーや持病の関係で接種ができない方も多くいらっしゃいますので、そんな方々へ『イギリス游学』をご提
案致します。
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游学の目的
为什么要让孩子出去看々

人只有通过自己的所见所闻
才能去了解自己到底想要什么样的生活。

教育孩子更是如此，
不管父母如何费尽心思去教导孩子，

都不如让孩子自己去感受
失败时的失落和成功时的喜悦。

爱孩子不是处々保护不让孩子受到伤害，
而是要让孩子自己做选择，

让孩子为自己的选择去面对一切困难，
当孩子在解决问题时给予有力的见解，

在孩子受到挫折时给予孩子
积极向上的信心和不离不弃的支持。

让孩子用自己的双脚走出孩子自己想要的人生。



游学の目的
为什么要让孩子出去看々

私自身も子育てについて苦しい経験がありました。
膠原病で6年ほど前から体調を崩して、一時期は熱と全身の関節の痛みで歩くことすら出来なくなりました。
治療を受けて少し状態が落ち着きすぐに仕事に復帰しました。
体調がどんどん悪化する中で一年ほど働きましたが、熱と全身の関節の痛みがますます酷くなり、耐えがたい日々で
した。
当時はJWCADで図面を引くお仕事でしたが、指が腱鞘炎になり、マウスをクリックするだけで涙が出そうだった。

その後、三年ほど静養して今はその時の痛みの半分らいにまで回復をしております。今は腰の痛み止めで二週間に一
回ブロック注射を受けています。
静養の時には、娘と次男の大学受験と中学受験が重なり、経済的には娘の大学受験を優先する事にしました。
次男は私が病気で苦しむ姿を見て将来は医者になると志を心の中に秘めていました。中学受験も人一倍頑張りました。
娘の大学受験を優先するため、次男には受験対策の塾は国語と数学しか通わせなかったです。
夏期講習も冬季講習も社会と理科も受けさせなかった、申し訳ない気持ちでいっぱいでしたが、私には何も出来な
かった。
おかげさまで娘は国公立大学に進学し、次男は高校受験にチャレンジすることにしました。
中学受験の時の悔しい思いが有って、中学に入学後しばらくの間は次男が私には口を聞いてくれなかったです。
12才の子には、努力しているのに恵まれない事を大人みたいに理性的に考える事が出来なかったです。

息子の落ち込んでいる姿を見て、このままじゃこの子が駄目になると考え、イギリスで国際游学のお仕事をする従兄
弟に連絡し、事情を説明して、次男を夏休みの4週間イギリスに行かすことにしました。
諸々の事情により私も同行する事になりました。長時間のフライトは私にとって地獄でした。
行く直前には、肩と腰に8針ずつ痛み止めのブロック注射を受けました。それでも飛行機の中では立っても座ってもい
られない状態でした。
イギリスに着いてからしばらくの間は熱と関節の痛みで苦しみました。次男は中国から来た大学生達と一緒にマン
チェスター大学で授業を受けました。
英語はぜんぜん理解出来ない中で、一生懸命辞書を片手に必死になって毎日を過ごしました。
息子がどんどん目がキラキラになって、私への口数も増え、笑顔が戻って来ました。
日本に帰ったら英検を受けたいとか、高校と大学はどこに行きたいとか、将来について凄く前向きになりました。
おかげさまで次男はこの春、憧れの都立高校に入学する事が出来ました。
『有志者事竟成』志さえあれば最後には成功する，精神一到何事かならざらん．意志あるところには道がある。
これが『读万卷书不如行万里路』日本語の意味は『人は本から得た知識以外に、自らの足で各地を旅行し、視野を広
げ、見聞を広めなければいけない』です。
その時から、私の心の中には国際游学の素晴らしさを感じ、体調が少しでも良くなりましたら私も誰かのお力になり
たいと志を持つようになりました。


